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会長　大谷　喜博ご あ い さ つご あ い さ つ

　令和 2 年 7 月 11 日にノバリアがオープンして、5 年を迎えました。
　今年度は「元気なノバリア・明るいノバリア・みんなのノバリア」を
合言葉に、障がいのある人もない人も、誰もがスポーツに親しみ、楽し
むことができるユニバーサルスポーツセンターを目指して、利用者の皆
さまとともにさまざまな取り組みを行ってまいりました。
　今後もより一層、人とかかわる楽しさを感じ
るような居心地のよい場となっていくよう努め
ていきたいと考えています。利用者のみなさま
のニーズに応じた取り組みを進め、アイデアを
出し合って、広く県民や関係のみなさまの声を
大切にしながら共に歩んでまいります。

　みなさまこんにちは。令和7年7月に会長に就任しました大谷  喜博です。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　本年度は11月15日～26日まで、日本では初めての開催となる夏季デフリンピッ
ク競技大会（通称:東京2025デフリンピック）が開催され、鳥取県関係からも4名
の選手が、ゴルフ・ボウリング・陸上競技・ハンドボールに出場されました。
　大会期間中は入賞や初勝利のニュースが、地元を大いに沸かせました。特にゴルフに出場した前島博
之選手は、競技中のキャディをご自身のご兄弟が務められ、見事入賞を果たされたことは印象的でした。
今後の出場選手皆様の活躍とともに、この大会を機に新しい選手が生まれてくることを期待します。ぜひ
4年後のアテネ大会に向けて頑張って下さい。
　さて本協会が運営管理する、鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア（以下ノバリア）が開館から5
年が経過し、利用者8万人を達成しました。多くのみなさまにご利用いただきありがとうございます。来
年は10万人達成を目指していきたいと思いますので、引き続きみなさまのご来館をお待ちしております。
　県内の状況を振り返りますと、県内の障がい者スポーツを支える人材を育成するスポーツFUNネット研
修会では、新たな試みとしてパラカヌーの体験を船上山山麓（琴浦町）で実施し、障がいの有る方のカヌー
操作体験とその支援についての講習を行いました。また羽尾海岸（岩美町）でのサーフィン体験会も同様
に実施し、海や山の自然に恵まれた鳥取県の特色を活かしたプログラムを実施いたしました。これまでこ
の研修会をきっかけに、多くの方にスポーツFUNネットの登録者（県内の障がい者スポーツ事業運営を支
える人材バンク登録者）になっていただき、通称「ガイド人材」として、ノバリアのスポーツ教室・県内各
地域への指導員派遣・各種大会等の運営において大きな力となっていただいています。ありがとうござい
ます。
　また10月25日～ 27日まで滋賀県にて行われました、第24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA
輝く障スポ2025」では、正式競技（8競技）とオープン競技（2競技）を含め選手団総勢75名が参加し、
多くの種目でメダルを獲得しました。印象的だったのは、正式競技最終日における最後の種目である、4
×100mリレー（陸上競技）で大声援に応え見事1位に輝いた場面であり、来年の青森大会に向けて力
強い走りを見せてくれました。
　本年度も関係者のみなさまのおかげで、この協会だよりに記載している様々な事業を実施することがで
きました。今後も全国に誇れる鳥取県障がい者スポーツ協会となるよう、さらなる努力を続けてまいります。

【連絡先】TEL:0857-50-1091
　　　　 FAX:0857-50-1092
　　　 E-mail:tottori-novaria@ts-sawayaka.jp

【開館時間】9:30 ～ 20:30
※12月～ 3月の日曜日は9:30 ～ 17:30

【休 館 日】毎週火曜日（祝日の場合は翌水曜日）
　　　　　  年末年始（12/29 ～ 1/3）

<鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア>

年度 スポーツ
広場

マルチ
ルーム

トレーニング
ルーム 教室等 合計 うち

障がい者
2 2,926 292 2,174 3,669 9,061 4,493
3 4,731 495 3,100 4,454 12,780 6,777
4 4,646 723 3,249 6,823 15,441 7,799
5 4,662 564 2,996 7,321 15,543 7,927
6 4,730 592 2,275 6,193 13,790 7,317
7 5,251 792 2,298 4,972 13,313 7,489

鳥取ユニバーサルスポーツセンター
ノバリア

（令和 8 年 1 月末現在）

鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリアの利用状況
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　おかげさまでノバリアは、令和7年7月にオープンから5年の節目を迎えることができました。これを記
念し、7月20日（日）に「ノバリア5周年記念イベント」を開催しました。
　当日は、かき氷コーナーで涼をとったり、夏らしいスイカ割りを楽しんだりと、笑顔あふれるひとときと
なりました。また、今年初結成の「ノバリア連」によるしゃんしゃん傘踊りの披露や、パラスポーツの「ボッ
チャ」と「ロボット・プログラミング」をかけ合わせた、新しいテクノロジースポーツ「ロボッチャ ®」の
初体験、視覚障害・聴覚障害の体験ブースなど、多彩な企画を通して学びと交流を深める機会となりました。
さらに、LNFOダンススクールによる迫力あるダンス披露で、会場は大いに盛り上がりました。
　とても暑い中での開催でしたが、多くの方にご来場いただき、大盛況のイベントとなりました。ご来館く
ださったみなさま、ありがとうございました。

　オープンから5周年を迎えたノバリアですが、11
月7日（金）には、通算のべ利用者8万人を達成しま
した。
　当日は、同日に開催したダンス教室での達成とな
り、参加者の皆さんと一緒に記念セレモニーを行いま
した。セレモニーでは、8万人達成者へノバリアから
記念品を贈呈しました。
　また「ノバリアのおかげで体を動かす場所ができた」

「ノバリアがなかったら、ずっと家にいたと思う」「い
ろいろなイベントがあってありがたい」など、多くの
利用者の皆さんから温かいお言葉をいただき、職員一
同、感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　会場は終始祝福ムードに包まれ、笑顔あふれる一日
となりました。ありがとうございました。

鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア
利用者 8万人達成!!

ツインバスケットボールの
エキシビジョンマッチ

記念うちわ＆チラシ

ロボッチャ ®体験かき氷コーナーを設置

しゃんしゃん傘踊り演舞

視覚障がい者疑似体験

教室参加者の皆さんと一緒に

屋外ですいか割り

LNFOダンススクール
アトラクション

鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア
オープン5周年記念イベント
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第 37 回鳥取さわやか車いす &湖山池マラソン大会

　9月21日～ 9月24日まで、江原特別自治道で江原特別自治道障がい者体育会と鳥取県障がい者ス
ポーツ協会の関係者等が参加し、障がい者スポーツ交流事業を開催しました。
　本事業は、両地域が相互に選手団を派遣し、スポーツ交流と文化体験を通じて友情と信頼を深める
ことを目的として毎年開催されており、今年度は聴覚障がい者によるバドミントン交流試合を実施し
ました。この事業ではバドミントンの技術を競い合い、両地域の親睦を深める貴重な機会となりまし
た。そして選手たちにとっては試合を通してスポーツマンシップを体現すると共に、江原特別自治道
の関係者との交流を深めることができました。

鳥取県選手団の記念撮影

交流試合の様子

交流プログラムの様子

交流試合の様子

関係者一同で記念撮影

選手一同で記念撮影

韓国・江原特別自治道との障がい者スポーツ交流事業

　第37回鳥取さわやか車いす&湖山池マラソン大会開会式にお
いて昨年度大会で10勝を達成した　廣道 純 様　に記念品を授与
いたしました。廣道様の初優勝は第8回とのことです。長年にわ
たり本大会に出場いただきありがとうございます。
　大会当日は発雷にともなう降雨のため大会を中止しました。参
加を楽しみにしておられたみなさまには大変ご迷惑をおかけいた
しました。次回、第38回大会（令和8年9月13日㈰開催）へのご
参加お待ちしております。
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第 17 回鳥取県障がい者スポーツ大会

第24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く障スポ」
団体競技　中国・四国ブロック予選

　第17回鳥取県障がい者スポーツ大会兼第
24回全国障害者スポーツ大会鳥取県選手選
考会を開催しました。
　今年も個人7競技8種目を行い、県内各地
から延べ181名と多くの方に参加いただきま
した。選手をはじめ関係者のみなさんお疲れ
様でした。
　また、大会開催にあたりましては、各競技
団体の方々に多大なるご協力をいただき、お
陰様で無事大会を開催することができまし
た。ありがとうございました。

　鳥取県からは、8競技の団体が中国・四国各地で開催されました予選会に出場しました。
バレーボール競技（聴覚障がいの部）が、2年連続全国大会の切符を掴みました。他の競技結果は下記
のとおりです。
　また、鳥取県ではバレーボール競技（知的障がいの部）を開催しました。本競技において鳥取県チー
ムが出場するのは今回が初めてであり、大会に向けて新たにチームを結成し、本番に臨みました。選手
たちは初めての大会ということもあり緊張した様子も見られましたが、互いに声を掛け合いながら、最
後まで一生懸命プレーしました。

写真は鳥取県で開催した
バレーボール競技（知的障がいの
部）の鳥取県チームの様子です

水泳水泳
@鳥取県営鳥取屋内プール@鳥取県営鳥取屋内プール

卓球（一般卓球）卓球（一般卓球）
@鳥取県民体育館　サブアリーナ@鳥取県民体育館　サブアリーナ

ボッチャボッチャ
@米子サン・アビリティーズ@米子サン・アビリティーズ

卓球（サウンド卓球（サウンド
テーブルテニス）テーブルテニス）
@米子市心身障害者福祉センター@米子市心身障害者福祉センター

陸上競技陸上競技
@米子市営東山陸上競技場@米子市営東山陸上競技場

ボウリングボウリング
@鳥取スターボウル@鳥取スターボウル

アーチェリーアーチェリー
@鳥取市営つづらおアーチェリー場@鳥取市営つづらおアーチェリー場

フライングディスクフライングディスク
@はわい夢広場@はわい夢広場

バスケットボール（男子）	1 回戦	 対	香川県	 58-39	 勝ち
	 2 回戦	 対	島根県	 16-104	 負け
	 交流戦	対	愛媛県	 35-59	 負け
バスケットボール（女子）	1 回戦	 対	愛媛県	 53-11	 勝ち
	 2 回戦	 対	島根県	 57-22	 勝ち	
	 決勝戦	対	山口県	 41-60	 負け
ソフトボール	 2 回戦	 対	広島県	 0-21	 負け
サッカー	 1 回戦	 対	愛媛県	 2-2（pk2-3）勝ち
	 準決勝	対	島根県	 2-1	 負け
フットソフトボール	 1 回戦	 対	山口県	 9-16	 負け
	 5.6 位決定戦 対 岡山県  23-15  勝ち
バレーボール（男子）	 1 回戦	 対	島根県	 0-2	 負け
	 交流戦	対	高知県	 1-2	 負け

バレーボール	 1 回戦	 対	香川県	 0-2	 負け
	 交流戦	対	愛媛県	 0-2	 負け

車いすバスケットボール	 1 回戦	 対	広島県	 20-71	 負け
	 交流戦	対	愛媛県	 14-60	 負け
バレーボール(聴覚障がい)	 決勝	 対	広島市	 2-0	 勝ち

5月17日
令和7年

5月18日
令和7年

5月24日
令和7年

5月31日
令和7年

6月1日
令和7年

身体障がいの部・バレーボールチーム (聴覚障がい )2年連続本大会出場獲得！

【知的障がいの部】

【精神障がいの部】

【身体障がいの部】



　10月23日～ 28日まで、第24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く
障スポ」に鳥取県選手団75名（選手・役員総計数、内訳は正式競技59名・オー
プン競技16名）が参加しました。選手のみなさんは日頃の練習の成果を発揮さ
れ、正式競技において金メダル10個、銀メダル5個、銅メダル7個の合計22
個を獲得しました。
　また正式競技における選手団全体の目標として、出場競技数に対するメダル
獲得率70%を設定していますが、目標の達成は最終日の最終競技である4×
100mリレー（陸上競技）の結果次第という展開に...
　そのような中、鳥取県チームはプレッシャーを跳ね除け、見事金メダルを獲得!
例年に無い劇的な締め括りで目標達成となり、選手団一同大いに盛り上がりました!

（※メダル獲得率→メダル獲得数22÷出場種目数31×100=71%）
　最終盤に小規模選手団の底力を全国に示した、印象深い大会であったかと思います。
選手・役員のみなさま、大会へのご参加大変お疲れ様でした。
　そして大会期間中に運営でお世話になりました、滋賀県の関係者のみなさまにも御礼申し上げます。
まことにありがとうございました!
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第24回全国障害者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く障スポ」
選手団派遣

わ輝滋実委第（570）-1_R7号

陸上競技
氏名 所属 種目 記録 順位

山本　壮馬 鳥取パラ陸上競技協会 立幅跳 2m50cm 1 位
50m 7″00 1 位

小椋　友貴 鳥取県立倉吉総合産業高
等学校

800m 2′20″53
（大会新記録）1 位

100m 19″73 3 位

福間　釉絆 NPO 法人かがやき
プロジェクト

走幅跳 6m09cm 1 位
100m 11"94 2 位

田中　広明 鳥取県立
琴の浦高等特別支援学校

200m 25″71 3 位
50m 6"60 1 位

佐藤　奏武 鳥取県立
琴の浦高等特別支援学校

50m 6"66 2 位
400m 55″62 3 位

榎本こころ 鳥取県立
琴の浦高等特別支援学校

50m 7″77 1 位
ソフトボー

ル投げ 29m06cm 3 位

田中　香織 鳥取県立公文書館 走高跳 1m12cm 4 位
50m 8"18 2 位

鳥取県チーム
（福間・田中・佐藤・榎本）

4×100m
リレー 48″78 1 位

フライングディスク
氏名 所属 種目 記録 順位

森住　和彦 ALSOK 山陰株式会社

アキュラシー
ディスリート・ファイブ 6 投 6 位

ディスタンスメンズ
・スタンディング 36m22cm 4 位

谷口　敬子 公益財団法人
鳥取県スポーツ協会

アキュラシー
ディスリート・ファイブ

9 投
（サドンデス）4 位

ディスタンスレディース
・スタンディング 35m22cm 1 位

ボウリング
氏名 所属 種目 記録 順位
内仲　聖 寿製菓株式会社 青年男子 559 5位

ボッチャ
氏名 所属 種目 記録 順位

内藤　佳良子 医療法人養和会 立位・座位
ペア混合
プールD

対埼玉県
負● 1-3
対福岡市
負● 1-2
0 勝 2敗

3位
松下　真一朗 SOI　STANCE

アーチェリー
氏名 所属 種目 記録 順位

寺坂　真一 鳥取県身体障害者
アーチェリー協会

コンパウンド30m
ダブルラウンド 558 8位

バレーボール（身体障がいの部 ー 聴覚障がい）
対戦記録 順位

鳥取県チーム

一回戦　対鹿児島県
負● 1-2	

交流戦　対青森県
勝○ 2-0	

交流戦　対東京都
負● 1-2

一回戦敗退

水泳
氏名 所属 種目 記録 順位

入江　真美 よなご幸朋苑 25m自由形 19″21 2位
50m自由形 44″72 3 位

足立　義洸 鳥取県立米子養護学校 50m自由形 43″40 6位
50m平泳ぎ 58″97 6位

卓球・サウンドテーブルテニス
氏名 所属 種目 記録 順位

加賀田　梓 パナソニックアソシエイツ
鳥取株式会社 一般卓球 0 勝 2 敗 3 位

乾　　美莉 鳥取敬愛高等学校 一般卓球 2 勝 1 敗 2 位

中田　大翔 愛ファクトリー株式会社 一般卓球 2 勝 0 敗 1 位

太田　博登 鳥取県立鳥取盲学校 サウンドテーブル
テニス 2 勝 1 敗 1 位

【オープン競技】卓球バレー
対戦記録 順位

鳥取県チーム

負● 0-2　対アスレクト（岩手県）
引き分け△ 1-1　ピッコロ（京都府）

交流戦
負● 1-2　コスモス（大分県）

チャレン
ジクラス
予選A組
3位

【オープン競技】SO バドミントン
氏名 記録 順位

塗信　英治 男子　ディビジョン 7 3 位
岩吉　敦美 女子　ディビジョン 4 4 位
米本　直倖 男子　ディビジョン 8 3 位

【メダル獲得数（正式種目）】
金メダル 銀メダル 銅メダル 合計

10 5 7 22

令和 5年　燃ゆる感動かごしま大会 83.3%

令和 6年　SAGA2024大会 77.4%

令和 7年　わた SHIGA輝く障スポ大会 71%

全国障害者スポーツ大会鳥取県選手団
メダル獲得率推移（正式種目のみで算出）



7

わ輝滋実委第（570）-1_R7号★大会期間中の様子☆

【陸上競技】

【アーチェリー】
【卓球・サウンドテーブルテニス】

【フライングディスク】

【ボッチャ】

【ボウリング】

【バレーボール（聴覚障がいの部）】

【卓球バレー】 【SOバドミントン】

【水泳】

4×100mリレーと小椋選手800m（大会新記録をマーク）の様子

久々に大会出場した寺坂選手

アキュラシー種目に
挑む森 住・谷口 両
選手

入江選手 25m 自由
形と足立選手 50m
自由形の様子

卓球・サウンドテーブルテニスチームの
表彰式後と、加賀田選手試合の様子

内藤選手・松下選手ペア試合と表彰式の様子

結団式・開会式旗手を務
めた初出場の内仲選手

相手チームの攻撃に立ち
向かう西村・原田・倉本
各選手!

激しいラリーを
展開する鳥取県チーム !

鳥取県チーム表彰式後の様子



体力測定会 競技体験会

医科学サポート講習会

【体力測定会・競技相談会】
日程：令和７年４月19日（土）
会場：鳥取県民体育館
参加者：11名

【競技体験会】
日程：令和７年４月末～６月中旬
会場：鳥取県一円
参加者：11名

【医科学サポート講習会】
トレーニング指導（３回）
内容：①スポーツ外傷の予防
　　　②１RMの測定（最大挙上重量）
　　　③自重トレーニング

スポーツ栄養指導（３回）
内容：①５大栄養素
　　　②試合前のコンディショニング
　　　③大会期間中の食事

スポーツメンタル指導（３回）
内容：①感情、認知/思考について
　　　②個々のメンタルの特徴、
　　　　心理検査
　　　③目標設定
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　将来パラリンピックなどの大会で活躍する選手の発掘・
育成を目的に、体力測定会や競技別体験会を実施しました。
令和７年度は選考を通過した２名を「ジュニアアスリート」
とし、競技支援の他に年間プログラムとして医・科学的サ
ポート講習会を開催しました。

　鳥取県から全国、世界で
活躍する選手を育成するた
め、強化指定を行っていま
す。今年度は、選手２２名、
コーチ２０名、５団体が認定
されました。

　特別支援学校の部活動強化
を通じて、スポーツを通じた
体力の維持・向上を図り、自
立と社会参加の促進への寄与
を目指しています。今年度は、
７校１７部を指定しました。

　将来的に世界で活躍する
選手を発掘するため、今年
は、東京オリンピック日本
代表寺田明日香選手の講習
会を実施しました。

強化指定選手・団体 県立特別支援学校
部活動支援事業

次代を担うアスリートの
発掘・育成

競技力向上対策事業

鳥取パラジュニアアスリート発掘事業



激励会の参加者一同で記念撮影 !

前島　博之選手に目録贈呈 中村　洋三選手の決意表明

前島　博之　選手（ゴルフ） 男子個人戦　　7位入賞
混　合　　　　8位入賞

中村　洋三　選手（ボウリング） 男子団体戦　　8位入賞
男子ダブルス　ラウンド2敗退
混合団体　　　ラウンド1敗退

佐々木　昴　選手（陸上競技） 男子5000m　　5位入賞
男子10000m　 10位

小林　優太　選手（ハンドボール） 男子　7位（出場8チーム）

大会結果

大会結果

大会結果

大会結果

　皆さんの応援が実り、チーム目標の「一勝」を達成することが
できました。日本初開催・日本から初出場の種目として多くの注
目を浴びた中での試合の連続でしたが、楽しむことができました。
今後も日本代表に選出いただけるよう頑張ります！

　昨年の東京デフリンピックでは、緊張と不安の中でのレースとなってしまいま
したが、有意義な時間だったと思います。
　自分にとって大きな一歩になったと思います。
　この大会を通じて、飛躍できたらなと思います。
　最後になりますが、多くの方々の応援のもとで自分は頑張ることができました。
　本当にありがとうございました。

　デフリンピックという夢の舞台に立てて世界の選手たちと戦えた事が嬉しい気
持ちでした。でもデフリンピックに出るからにはメダルを取ろうと思って頑張り
ましたが、今回初めてベーカー方式といった投球方式でなかなかスコアが繋がら
ず男子団体戦の８位入賞が最高の結果となってしまい残念です。
デフリンピック出場を果たした事が私の誇りだと感じています！

　デフリンピックが東京で開催されたことは、一生に一度あるかないかの貴重な機会
です。その舞台に立てたことを心から感謝しています。鳥取県の皆さまには、温かい
応援と多くのご支援をいただき、本当にありがとうございました。結果はゴルフ競技
個人7位、男女ミックス8位でしたが、この経験を糧に、次回ギリシャ大会に向けて
すでにトレーニングを始めています。今後ともご声援をよろしくお願いいたします。

選手写真提供：（公社）鳥取県聴覚障害者協会
9

　11月15日（土）～ 11月26日（水）まで
夏季デフリンピック競技大会（東京2025デ
フリンピック）が開催され、本県関係者で
は前島　博之選手（ゴルフ）、中村　洋三選
手（ボウリング）、佐々木　昴選手（陸上競
技）、小林　優太選手（ハンドボール）の4
名が出場しました。
　また大会に先立ち、10月18日（土）鳥取
ユニバーサルスポーツセンターノバリアに
て、平井　伸治県知事・下垣　彰則県聴覚
障害者協会長にご臨席いただき、出場選手
の激励会を行いました。
　出場4選手の大会結果は下記の通りです。
世界の強豪を相手に、日頃のトレーニング
の成果を発揮され大健闘しました!

夏季デフリンピック競技大会（東京2025デフリンピック）への
鳥取県関係者出場



座学講習

義足体験

パラスポーツづくり

岩田選手の講義

グループワーク

参加者・講師との記念撮影

10

　１月 11 日（日）に鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリアにて、令和７年度鳥取県パラスポー
ツ指導者スキルアップ講習会を開催しました。
　本講習会は、パラスポーツの導入に必要な知識と技術を再習得し、鳥取県のパラスポーツ活動を支
える人材の養成、 パラスポーツ指導者の活動機会を更に広げることを目的に毎年開催しており、今年
度は、第８回スポーツＦＵＮネット公認研修会と合同開催し、より障がいのある方と共にスポーツを
楽しみ、障がい者スポーツを始める・続けるきっかけづくりを目指しました。
　講師に佐々木ゆみ氏（公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 スポーツ振興部 事業推進課 課長 ）、
岩田朋之氏（ロービジョンフットサル日本代表選手）をお迎えし、充実した講義を展開していただき
ました。
　参加者からは「また来てほしい」「もっと体験したかった」など、非常に好評をいただきました。
　講義・実技を担当いただいた先生方、ありがとうございました。

　8月30日（土）～ 31日（日）、9月6日（土）の計3日間にわたり、公益財団法人日本パラスポーツ
協会公認初級パラスポーツ指導員養成講習会を開催しました。
　「初級」は障がいやパラスポーツ、 安全管理等に関する基礎的な知識や障がい者に対応するための基
本的な技術を持ち、 地域に住む障がい者を運動やスポーツへと導くことが主な役割となっており、令
和7年度は10名の受講生が指導員資格を取得されました。会場である鳥取ユニバーサルスポーツセ
ンターノバリアで、日ごろからパラスポーツに関わっている方、県大会等をきっかけに関わりを深め
た方もおられ、良い雰囲気で十分な情報交換ができたと思います。
　講義、 実技をご担当いただいた先生方、ありがとうございました。受講生の皆様が、今後地域での
スポーツ活動で活躍されることを期待し、応援しています。

初級パラスポーツ指導員養成講習会

鳥取県パラスポーツ指導者スキルアップ講習会



デフ柔道

サーフィン

パラカヌー

パラパワーリフティング

ゆるだん（ダンス）

視覚障害者ボウリング

ヨガ教室

卓球バレー教室

ジュニア教室

卓球教室
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　パラスポーツに触れるきっかけづくり、またパラスポーツへの理解を深め、ボランティアとして活動して
いただくガイド人材育成の場として、スポーツ FUN ネット公認研修会を行いました。　　
　今年度は、鳥取県であまり知られていない競技の体験会を多く取り入れ、計 8 回開催しました。実際に
体験を行い、競技の魅力を多くの方に知っていただく機会になったと思います。
　令和元年（2019 年）にスタートしたこの研修会は、令和 8 年（2026 年）2 月現在で 551 名が登録さ
れており、ノバリアのスポーツ教室やイベント、大会など当協会のさまざまな事業で活躍されています。

　鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリアの機能を全県に広げるため、令和３年度より県内中部・西部に
サテライトセンターをオープンし、今年度中部は倉吉スポーツセンター（倉吉市）、西部は米子サン・アビリティー
ズと米子市心身障害者福祉センター（いずれも米子市）にて写真のとおりスポーツ教室を開催しました。

スポーツ FUNネット公認研修会

中部・西部サテライト施設について
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みんなで ! レッツプレイ・スポーツ事業

特別支援学校を活用したスポーツ推進事業

　地域へスポーツ指導者を派遣することにより、障がい者スポー
ツ実践の場を創出し、共生社会の実現に寄与することを目的とし
て、地域の障がい者施設等へスポーツ指導員の派遣を行いました。
　東京パラリンピック以降、パラスポーツへの興味、関心も徐々に
高まっており、今年度は 51 件（令和８年１月末現在）、本協会職員
も含めた障がい者スポーツ指導員やスポーツＦＵＮネット登録の人
材を派遣しました。
　障がいの程度に合わせた指導を行い、楽しんでスポーツをして
もらえる機会となり、障がい者スポーツへの理解を深めました。

　県内の特別支援学校の生徒が、在学中から卒業後まで一貫して運動・スポーツができる環境を整備
するため、以下の取り組みを行いました。

卓球バレー

ウォーキングサッカーの様子

リアル野球盤の様子

競技用車いすの操作体験筋力トレーニングの体験

障がい者スポーツ指導員派遣事業

運動・スポーツを始める又は続けるための
環境づくり

　特別支援学校における平日の正課授業の
時間を活用し、スポーツに親しむきっかけ
作りを行うため、在校生を対象に各種目の
体験教室を実施しました。
　今年度は県内の特別支援学校の 8 校での
べ 23 回実施しました。

　倉吉サンリンク・スポーツ様（倉吉養護学校の施
設を活用）と、米子市の医療法人養和会様（皆生養
護学校の施設や学校周辺環境を活用）にご協力いた
だき、休日に在校生だけでなく卒業生や地域住民も
参加できる各種目の体験教室を実施しました。

ふうせんバレーボールの様子
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令和7年度、鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア内外において以下の教室を実施しました。

来年度のスポーツ教室日程は、
令和 8 年 3 月末頃に
お知らせ予定です !

【その他の教室】
・わかとりっこ水泳教室
・中部水泳教室
 （外部団体に指導委託）

また、中部・西部のサテライト
施設においても各種スポーツ教室を
実施しました。（11ページ参照）

スポーツ教室について

【ノバリアでの教室】
① 体力向上トレーニング教室 ⑪ ダンス初級教室 ㉑ バドミントン教室
② レクリエーションスポーツ教室①（平日） ⑫ ダンス上級教室 ㉒ ボッチャ教室
③ レクリエーションスポーツ教室②（週末） ⑬ リズムジャンプ教室 ㉓ サッカー教室
④ キッズスポーツ教室 ⑭ 卓球教室① ㉔ グラウンド・ゴルフ教室
⑤ ストレッチ教室 ⑮ 卓球教室② ㉕ ブラインドスポーツ教室
⑥ ひざ痛・腰痛予防教室 ⑯ 車いすバスケットボール教室 ㉖ 手話スポーツ教室
⑦ リズムウォーク&トレーニング教室 ⑰ ふうせんバレーボール教室 ㉗ 応用スポーツ①（平日）
⑧ リラックスヨガ　初級教室 ⑱ スポーツチャンバラ教室 ㉘ 応用スポーツ②（週末）
⑨ リラックスヨガ　上級教室 ⑲ フライングディスク教室
⑩ ゆっくりヨガ教室 ⑳ 卓球バレー教室

ダンス教室の様子

ふうせんバレーボール教室の様子

ボッチャ教室の様子

卓球教室の様子
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検索スペシャルオリンピックス日本・鳥取

【連絡先】
〒680-8570  鳥取市東町1丁目220番地  県庁議会棟別館1階
TEL・FAX:（0857）30-6858
E-Mail:son_tottori@son.or.jp

第 18 回鳥取県障がい者スポーツ大会兼第 25 回全国障害者スポーツ大会
「蒼く煌めくあおもり障スポ 2025」鳥取県選手選考会

第 38 回鳥取さわやか
車いす & 湖山池マラソン大会

（1）期日　令和 8 年 9 月 13 日（日）
（2）会場　鳥取県立布勢総合運動公園陸上競技場
　　　　　　　及び湖山池ハーフマラソンコース

※種目、コース等の詳細は後日ホームページに
て発表します。

鳥取県あいサポート・
スポーツフェスティバル 2026

（1）期　日　令和8年11月で現在調整中
（2）会　場　鳥取ユニバーサルスポーツセンター
　　　　　　ノバリア

（3）種　目 卓球バレー・ボッチャ・フライングディ
スク・卓球・スカットボール・
ふうせんバレーボール・バッゴー・
羽根っこゲーム・カローリング・
ラダーゲッター　など

令和 8年度鳥取県障がい者スポーツ協会事業計画（予定）

スペシャルオリンピックス日本・鳥取の紹介

令和 8 年度も様々な大会・イベントを予定しております。皆様のご参加をお待ちしております。

Road to Aomori!!
Road to Aomori!!

特定非営利活動法人スペシャルオリンピックス日本・鳥取

初秋の因幡路を
　　駆け抜けろ!!

みんなで
盛り上げようで!

（1）期　　日　令和 8 年 5 月中旬～下旬（予定）
（2）実施種目　陸上競技・水泳・卓球（サウンドテーブルテ　
　　　　　　 ニス含む）・アーチェリー・ボウリング・フライ
　　　　　　 ングディスク・ボッチャ
　　　※会場、日程等の詳細は後日発表します。

< 活動目的 >
　知的障がいのある人たちに年間を通じて、オリンピック
競技種目に準じた様々なスポーツトレーニングと競技の場
を提供しています。

種　　　目 日　　　時 会　　　場

鳥取
卓球 第 2・4 日曜日 10:00 ～ 12:00 高齢者福祉センター

ボウリング 第 2・4 金曜日 16:30 ～ 18:00 鳥取スターボール

倉吉
卓球 不定期 倉吉体育文化会館ほか

サッカー 不定期 ノバリアほか

米子

卓球 第 1・3 土曜日 10:00 ～ 12:00 米子産業体育館ほか
陸上 第 2・4 日曜日 9:30 ～ 12:00 どらドラパークほか
競泳 第 1・3 日曜日 15:00 ～ 17:00 皆生市民プールほか

バドミントン 第 1・3 日曜日 9:30 ～ 12:00 米子サン・アビリティーズ
ボウリング 第 2・4 日曜日 13:00 ～ 14:30 YSP ボウルほか

柔道 第 1・3 土曜日 17:00 ～ 18:30 洗心館

< 活動内容 >
　県内 3 地区での定期的なス
ポーツプログラムの実施や、全
県で行う地区大会の開催のほ
か、他県で開催される大会にも
参加しています。4 年に 1 度開
催される全国大会にはアスリー
トを派遣します。

< アスリート募集 >
　県内では約 80 名のアスリート
が自分の好きなスポーツ活動を
しています。誰でも気軽に参加
することができます。まず、近く
の会場で見学してみませんか。
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団体が正会員として加盟されています。（令和 8 年 3 月現在）

正会員紹介

団体 役員 問合せ先 加入年度

1 鳥取県車いすバスケットボール協会　 会　　長　山根　俊道
理 事 長　米原　貴弘 電話　090-8999-2706 平成元年度

2 鳥取県身体障害者アーチェリー協会 会　　長　寺坂　真一 電話　090-9064-2623 〃

3 鳥取県障がい者卓球協会 会　　長　若原　優二
事務局長　中村　幸法 電話　090-1339-5553 〃

4 鳥取県聴覚障害者バレーボールクラブ 会　　長　福本　和巳
事務局長　徳岡　英一 FAX　0859-30-2563 〃

5 鳥取県障がい者水泳協会 理 事 長　本田　貴志
事務局長　上原佑希子 電話　0859-34-6750 平成 20年度

6 鳥取県障がい者フライングディスク協会 会　　長　山本　徳広
事務局長　佐々木香織 電話　080-1639-3712 〃

7 鳥取パラ陸上競技協会 会　　長　大森　浩至 電話　090-7504-2348 平成 21年度

8 鳥取県サウンドテーブルテニスクラブ 会　　長　市川　正明
事務局長　門脇　保身　 電話　0859-35-4336 〃

9 鳥取県障がい者フットソフトボール協会 会　　長　小林　真司
事務局長　石橋　武人 電話　0857-59-0361 平成 22年度

10 鳥取県スポーツチャンバラ協会 会　　長　中田　利幸
事務局長　中嶋久美子 電話　0857-53-0672 〃

11 鳥取県ふうせんバレーボール協会 代　　表　角　　千春
事務局長　川井　千賀

電話　0859-34-5089
（FAX兼） 平成 23年度

12 鳥取県障がい者ボウリング協会 会　　長　島谷　龍司
事務局長　上田　玲子 電話　080-1923-8083 〃

13 鳥取県障がい者ソフトボール協会 会　　長　長坂　則翁
理 事 長　大森　真一 電話　0859-28-8470 平成 24年度

14 鳥取県精神障がい者バレーボール協会 会　　長　佐藤　義人
事務局長　田崎　昌宏 電話　090-2000-4403 平成 25年度

15 鳥取県 FIDバスケットボール連盟 会　　長　伊藤　　保
事務局長　安田　英子 電話　090-6981-7633 〃

16 鳥取県卓球バレー協会 会　　長　宮本　聖史
事務局長　森田　寿子 電話　080-1903-4745 平成 27年度

17 鳥取県ソーシャルフットボール協会 会　　長　廣江　　仁
事務局長　中村　祐太 電話　0859-29-5351 平成 28年度

18 鳥取県ボッチャ協会 会　　長　石丸　　知
事務局長　小笹　智史 電話　0859-23-0699 平成 29年度

19 鳥取県障がい者グラウンド・ゴルフ協会 会　　長　山﨑　建治
事務局長　福永　幸男 電話　090-1359-6488 〃

20 鳥取県ブラインドマラソン協会白うさぎB&G 代　　表　川口　誠 電話　090-7547-3066 平成 30年度

21 鳥取県車いすツインバスケットボール協会 会　　長　永田　浩二
理 事 長　濱橋　　崇 電話　080-1903-2243 令和 2年度

22 社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会 会　　長　中西　眞治 電話　0857-59-6331 令和 3年度

23 鳥取県パラバドミントン協会 会　　長　福浜　隆宏
理 事 長　齋尾智恵里 電話　090-7593-0488 〃

24 鳥取県ローイング協会 会　　長　杉村　正男
事務局長　佐々木雄一 電話　0859-21-2157 令和 4年度

25 鳥取県立鳥取聾学校 校　　長　安本　理恵 電話　0857-23-2031 〃
26 一般社団法人鳥取県手をつなぐ育成会 会　　長　大谷　喜博 電話　0857-59-6344 〃
27 鳥取県立倉吉養護学校 校　　長　門脇　由子 電話　0858-28-3500 〃
28 鳥取県立鳥取盲学校 校　　長　岸田　裕子 電話　0857-23-5441 〃
29 鳥取県立白兎養護学校 校　　長　原　　康浩 電話　0857-59-0585 令和 5年度
30 鳥取県立琴の浦高等特別支援学校 校　　長　笠井ひろみ 電話　0858-55-6477 〃
31 鳥取県立米子養護学校 校　　長　上灘　良祐　 電話　0859-27-3411 〃
32 鳥取県立皆生養護学校 校　　長　山田　知子 電話　0859-22-6571 〃

33 鳥取県 FIDフットボール連盟 会　　長　小林　勝年
事務局長　山田　健太 電話　0857-23-5445 〃

34 鳥取県パラ・パワーリフティングCLUB 会　　長　川部　　洋
事 務 局　森繁　真弓 電話　090-2295-0278 〃

35 鳥取大学附属特別支援学校 校　　長　小玉　芳敬 電話　0857-28-6340 令和 6年度
36 鳥取県立鳥取養護学校 校　　長　中谷　一朗 電話　0857-26-3601 令和 7年度

37 特定非営利活動法人
スペシャルオリンピックス日本・鳥取 理 事 長　山本　仁志 電話　0857-30-6858 〃

38 鳥取県スポーツ推進委員協議会 会　　長　上田　秀美 電話　0857-26-7921 〃
39 鳥取県レクリエーション協会 会　　長　足立利喜雄 電話　0857-23-1866 〃
40 鳥取県障がい者スポーツ指導者協議会 会　　長　石丸　　知 電話　090-8361-9886 〃
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　当協会の活動にご理解、ご賛同いただき、今年度は、企業・団体62会員、個人8名の皆様に賛助会
員となっていただきました（令和８年２月現在）。ご支援いただいた皆様に深く感謝申し上げます。

八幡不動産グループ
内科・消化器内科片原ごとうクリニック
株式会社鳥取県情報センター
株式会社衣笠商会
株式会社山陰合同銀行
株式会社鳥取銀行
鳥取信用金庫
社会福祉法人あすなろ会
株式会社懸樋工務店
鳥取ビルコン株式会社
医療法人さとに田園クリニック
有限会社トミムラ興産
BALLPARK
株式会社 HARENOHIDESIGN
株式会社モストブリスク
有限会社アイエス企工
社会福祉法人慶光会
特定非営利活動法人かがやきプロジェクト
有限会社第一設備工業
株式会社モリックスジャパン
鳥取県信用保証協会
株式会社竹内組
有限会社西川テント商会
NPO 法人夢ハウス
株式会社新日本海新聞社
鳥取トヨペット株式会社
Fitness　ja- んぐる
株式会社よつば薬局
株式会社シセイ堂デザイン
ラシクスル株式会社
クリヤマジャパン株式会社
株式会社トーヨーショップ丸山
社会福祉法人鳥取福祉会
有限会社福田保険事務所
東亜道路工業株式会社中四国支社
鳥取いなば農業協同組合
株式会社奨建工
社会福祉法人鳥取県厚生事業団
公益財団法人鳥取県スポーツ協会
ホンダ山陰中央株式会社

株式会社橋尾スポーツ
山陰リネンサプライ株式会社
中央印刷株式会社
特定非営利活動法人 Studio-E
NPO 法人就労支援センター和貴の郷
岡田電工株式会社
有限会社ドアーズ
株式会社ドリームかわはら
因幡環境整備株式会社
株式会社德田商店
鳥取ガス株式会社
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社鳥取支店
日本交通株式会社
株式会社岩田兼商店
医療法人養和会
有限会社大下造園
株式会社エヌケーシー
有限会社 WEST
株式会社澤寿運輸
学校法人鶏鳴学園
株式会社クリエイティブサポート
シュガーナックルボクシングジム鳥取店

賛助会員一覧（順不同・敬称略）

区　　分 年 会 費　
個 人 会 員 1口  3,000 円
企業・団体会員 1 口　10,000 円

　当協会では、障がい者がスポーツを通して、残存
機能の向上及び心身の健全な育成を図り、自立更生
から社会参加へと発展する活動を支援しています。
　そこで、当協会の活動趣旨にご賛同いただける方
の賛助会員を募集しています。一人でも多くのご理
解とご協力を賜りますようお願いいたします。（何口でも可）

※希望された方のみ掲載・掲示しています。

【個人会員】
藤井　喜臣　　水野　一久　　川口　誠
田渕　眞司　　中村　幸法　　福永　幸男
丸山　真治　　上田　秀美

【企業・団体会員】

　鳥取ユニバーサルスポーツセンターノバリア内
にて、芳名板を掲示させていただいています。

賛助会員について

賛助会員募集のお願い


